
     ＜いばらき建設技術研究会 第４回運営委員会次第＞ 
 
                                  平成１７年１２月９日（金） 
                             於： 茨城大学ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 
                                  水戸市三の丸旧県庁舎 
 
 
１．運営委員長あいさつ 
 
 
２．議  題 
 (1)運営委員mailアドレス 
 (2)建設フェスタ実行委員会反省会報告  
 (3)土木学会ブランチアンケート中間報告  
 (4)橋梁点検分科会中間報告  
 (5)現地見学会候補地について 
 (6)その他 
 
 
 
 
  
 
 

    ＜いばらき建設技術研究会 第４回運営委員会 議事録＞ 
 
                             平成17年12月9日(金) 15:00～ 
                              於：茨城大学ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 
 
１．出席運営委員名：13名 
 
大学Ｇ：(運営委員長)呉 智深、神子 直之     鋼橋Ｇ：新井田 雄二、能地 優 
建設Ｇ：井坂 實                     ＰＣＧ：手賀由成、中村 洋一 
都市計画Ｇ：三上 靖彦                 建コンＧ：牧野均、酒井 隆志  
地質調査Ｇ：松本 政文、伴 夏男          事務局：園部武正 
 
２．記録 
(1)運営委員の出欠について 
 ・文書とメールで運営委員会の開催案内を事務局から送付しているが、無回 
  答の運営委員が半数程度いるので、少なくとも出席・欠席の連絡だけはお 
  願いしたい。 
 ・運営委員全員のメールアドレスがすべて判明したので、従来通り、運営委 
  員会に関する開催案内及び議事録等は、文書郵送とEmail発送の2本立て 
  で行う。 
 ・運営委員会は、少なくとも過半数の運営委員が出席してほしい。 
 
(2)建設フェスタ実行委員会・反省会の報告 
 ・研究会の参加出し物及び開催効果等は、前回の運営委員会で報告済み。 
 ・各参加団体から参加した結果の感想、催し物全体の感想、改善すべき点な 
   ど発表があり、参加団体及び参加来場者が年々増える傾向にあり、次年度 
  以降も是非続けてほしいという意見が大半であったが、運営主体である建設 
  業協会未来協議会から、毎年協会からの持ち出しが大きいので、経済状況が 
  思わしくない昨今、来年度協会から負担ができない恐れがあるので、知恵を 
  出して欲しいとの要請があった。 
 ・隔年開催、規模縮小、他イベントと合同開催、コマーシャル料徴収のうえ参加 
  させるなど幾つかの考えがあるが、これだけ大掛かりに実績を持って毎年行っ 
  てきたイベントなので同じ程度で開催してほしいとの声が大半だった。  
 ・経費削減の徹底化を図り継続して行える方向で再度検討を進めることとなった。 
 
(3)土木学会各県アンケート中間報告 
 ・土木学会関東支部の各県ブランチのある関東近県の栃木県、群馬県、山梨 
  県、新潟県に出したアンケートのうち、群馬県、新潟県、山梨県の回答と同じ 
  4県の建設技術協会に出したアンケートについては別表参照の通り。 
 ・自治体グループとしては、4県とも土木学会ブランチと建設技術協会の2本立 
  てとなっていて、栃木県では関連づけて行事を行っているが、その他の県では 
  全く別個に活動を行っている状況である。 



 ・研究会としては、茨城ブランチの受け皿の可能性を積極的に検討するが、メリ 
  ット、デメリットを整理しかつ研究会の活動がどう変化するのか明確にする必 
  要がある。 
 ・同時に、研究会だけの検討では限界があるので、土木学会会員に係わる意 
  味で県のトップや国の機関(つくば関連)に意向を確認、またはブランチ設立に 
  関する機運の醸成を研究会会長を中心に進めることとする。 
  あわせて、2007年3月開催予定の土木学会関東支部研究発表会の開催が 
  茨城大学工学部に決定(前回運営委員会で報告済み)しているので、県首脳 
  部に協力依頼をお願いする。 
 
 (4)橋梁点検分科会中間報告 
 ・本年3月に第１回の研究会開催後、鋼橋調査グループ、コンクリート橋調査グ 
  ループ、下部工調査グループなどの各班リーダー会議6回と現地調査2回を開 
  催し、点検カルテの素案作りとデータベースのあり方等について検討を行って 
  きた。 
 ・カルテ案とデータベースメニューの案は別添のとおり。 
 ・今後、12月19日に分科会会員(約60名)を対象に現在までのとりまとめの発表 
  会を開催し、その後Ｈ18年3月頃、研究会会員全体を対象にして講演会とセッ 
  トの発表会の開催を予定している。 
 
(5)現地見学会の候補地について 
 ・現在幾つかの候補地があがっているが、行く先、開催時祈祷について会長、 
  運営委員長、事務局で詰めることとする。 
 
(6)その他 
 ・土木学会関東支部平成17年度研究発表会(平成18年3月14～15日)が東京の 
  国士舘大学世田谷キャンパスで開催されることになっており、プログラムの紹介 
  と交流会において次期(平成19年3月)開催予定校の茨城大学工学部から安原 
  教授(当研究会会長)から挨拶が予定されている。 
 ・今年度の発表会のパネル展示の部の各県ブランチ紹介コーナーに、木学会のブ 
  ランチとは関係ないが、当県も産官学の似たような活動を行っているという意味で、 
  当研究会の活動状況紹介パネルを展示することにした。 
 ・次回第５回運営委員会は、2006年1月20日(金)、午後3時から茨城大学インフォ 
  メーションセンターで開催するので、各運営委員は、出欠の連絡を行うこと。 
 


